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毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

今
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
、
き
ね
と
う
す
を
使
っ
て
の
も
ち
つ

き
を
、
園
児
た
ち
に
体
験
さ
せ
よ
う

と
、
第
一
保
育
園
で
は
今
年
も
園
内

で
、
こ
の
も
ち
つ
き
を
し
ま
し
た
。

．

　

＿

た

の

し

い

お

も

ち

っ

き

第

一

保

育

園

年末・年始の

役場の休　日
12月29日から1月3日まで

役場の業務は休ませていた

だきます。

町の人口

（51年11月禾現在）

人　口　24，567

男11，897

女12，670

世帯数　7，292
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頼
り
が
い
の
あ
る

年
金
に
成
長

国
民
年
金
の
制
度
は
、
昭
和
三
十
六

年
に
で
き
て
か
ら
、
四
～
五
年
お
き
に

改
正
さ
れ
て
、
私
た
ち
が
う
け
る
年
金

額
は
、
ど
ん
ど
ん
引
き
上
げ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
図
－
は
二
十
歳
に
国
民
年
金

に
加
入
し
て
、
四
十
年
間
保
険
料
を
納

め
た
場
合
の
老
齢
年
金
額
と
し
て
、
そ

の
当
時
約
束
さ
れ
て
い
た
額
で
す
。

こ
う
し
た
改
正
の
は
か
に
、
昭
和
四

十
九
年
九
月
分
の
年
金
か
ら
は
、
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
が
と
り
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。
物
価
が
一
年
間
に
五
㌫
以
上
あ
が

れ
ば
、
そ
の
値
上
り
率
だ
け
年
金
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ど
れ
だ
け
物
価

が
上
が
っ
て
も
、
も
う
安
心
で
す
。

ま
た
、
納
め
た
保
険
料
と
く
ら
ペ

て
、
こ
れ
ほ
ど
有
利
な
年
金
は
あ
り
ま

せ
ん
。と

し
を
と
っ
た
と
き

老
齢
年
金

国
民
年
金
の
中
心
に
な
る
の
が
老
齢

年
金
で
す
が
、
こ
れ
を
う
け
ら
れ
る
の

は
一
定
期
間
保
険
料
を
納
め
る
か
、
免

除
を
う
け
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
万
、
国
民
年
金
が
始
ま
っ
た
の

が
昭
和
三
十
六
年
四
月
で
す
。
そ
こ

で
、
な
る
べ
く
多
く
の
人
が
、
な
る
べ

く
早
く
老
齢
年
金
が
う
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
う
け
ら
れ
る
条
件
が
い
く
つ
か
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

加
入
期
間
は
2
5
年
必
要

国
民
年
金
の
加
入
は
、
満
二
十
歳
か

ら
満
六
十
歳
ま
で
で
す
か
ら
、
四
十
年

間
加
入
で
き
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
少
な

く
と
も
二
十
五
年
間
は
、
保
険
料
を
納

め
た
期
間
か
、
免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
昭
和
五
年
四
月

二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
が
こ
れ
に
あ

た
り
ま
す
。
（
こ
の
年
齢
の
人
が
国
民

年
金
に
加
入
し
て
二
十
五
年
以
上
の
期

間
に
な
ら
な
く
て
も
、
他
の
公
的
年
金

期
間
と
合
わ
せ
て
二
十
五
年
に
な
れ

ば
、
通
算
老
齢
年
金
と
な
り
ま
す
）

こ
の
人
た
ち
が
、
現
在
約
束
さ
れ
て

い
る
年
金
額
は
、
（
表
Ⅱ
）
の
と
お
り

で
す
。
こ
の
年
金
額
は
ス
ラ
イ
ド
制
に

よ
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
そ
の
期
間
に
附
加
保
険
料
を
納

め
た
場
合
に
は
、
三
欄
目
の
附
加
年
金

額
が
年
金
額
に
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

1
0
年
未
満
加
入
の
人

昭
和
三
十
六
年
の
国
民
年
金
発
足
当

時
に
、
高
齢
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
人

で
、
あ
と
か
ら
「
五
年
年
金
」
に
加
入

し
た
人
が
い
ま
す
。
こ
の
五
年
年
金
の

年
金
額
は
、
十
八
万
円
に
な
っ
て
い
ま

す
。

何
歳
か
ら

う
け
ら
れ
る
か

老
齢
年
金
は
、
原
則
と
し
て
男
女
と

も
六
十
五
歳
か
ら
一
生
う
け
ら
れ
ま

す
。
六
十
五
歳
以
後
、
勤
め
て
い
て
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
も
、
国
民
年
金
の

老
齢
年
金
は
そ
の
ま
ま
う
け
ら
れ
ま

す
。六

十
五
歳
よ
り
前
に
う
け
た
い
人

は
、
六
十
歳
～
六
十
五
歳
の
間
で
希
望

の
年
齢
か
ら
う
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ

は
今
ま
で
の
べ
た
年
金
額
に
次
の
率
を

か
け
た
額
で
す
。
こ
の
率
は
い
っ
た
ん

う
け
始
め
る
と
一
生
か
わ
り
ま
せ
ん
。

1月9日　9時～12時
遠賀中学校グラウンド

と　き

ところ

一般のかたにひろうし、消防活動及び消防団に対する関心を

より一層深めることと、また、団員の消防意識の向上のため

に行われています。

年に一度の出初め式を参観され、消防団と消防活動に対す

る理解を深められるようお願いします。

約束された年金額

（40年間加入）　　　624，000円

（図　工）　　543，360円

昭　昭　昭　昭　昭　昭　昭
36　　41　45　　48　　49　　50　　51

●加入期間25年以上の人の年金額表

（表Ⅱ）

加 入 期 間 年 金 額 附　　 加
年 金 額 加 入 期 間 年 金 額 附　　 加

年 金 額

2 ＿＿・5 年

円 円

3 3 年

円 円

3 9 0 ，0 0 0 6 0 ，（氾 0 5 1 4 ，8 0 0 7 9 ，2 0 0

2 6 4 0 5 ，6 0 0 6 2 ，4 0 0 3 4 5 3 0 ，4 0 0 8 1 ，6 0 0

2 テ 4 2 1 ，2 0 0 6 4 ，8 0 0 3 5 5 1 6 ，0 0 0 8 4 ，0 0 0

2 8
1

4 3 6 ，8 0 0 6 7 ，2 0 0 3 6 5 6 1 ，6 0 0 8 6 ，4 0 0

該 ．、9 4 車 ，4 ㈱
6 9 ，6 0 0 3 7 5 7 7 ，2 0 0 8 8 ，8 0 0

3 0 4 6 8 ，胱 ）0 7 2 ・，0 0 0 、 3 8 5 9 2 ，8 0 0 9 1 ，2 0 0

3 1
1ノ

4 8 3 ，6 0 0 7 4 ，4 0 0
！

3 9 6 0 8 ，4 0 0 9 3 ，6 0 0

言 2
Ｉ．

4 9 9 ，2 0 0 7 6 ，8 0 0 4 0 6 2 4 ，0 0 0 9 6 ，0 0 0

（漣 ） 老 齢 年 金 額 亡 （1 ．3 0 0 円 × 保 険 料 納 付 目 数 ）× 物 価 値 上

・ り 率 ＋ （1 ，3 0 0 円 × 保 険 料 免 除 月 数 × す ）－× 物 価 値 上 り 率

、 十 一（2 0 0 円 × 附 加 保 険 料 納 付 日 数 ）
’、ｔ Ｉ

雷雲菅合同出初め式
釆年1月9日、遠賀町の遠賀中学校グラウンドで、昭和52

年遠賀部四力町合同出初め式が行われます。

49年から行われている合同での出初め式も今回で4回目、

式には、四、カ町の消防団をはじめ遠賀都消防署も参加、分列

行進やポ 操法など、日頃の訓練の成果をひろうします。

式は、消防団員の日頃の活躍ぶりを年に一度、
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12月定例議会

新
議
長
に
江
藤
一
正
議
員

川
添
議
長
辞
任
の
あ
と

町
議
会
で
は
、
十
月

三
十
日
に
川
添
定
継
議

長
が
一
身
上
の
都
合
で

辞
任
さ
れ
、
議
長
が
空

席
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
十
二
月
十
一
日
に

開
催
さ
れ
た
第
十
二
回
町
議
会
定
例
会

第
一
回
継
続
会
で
後
任
と
し
て
、
江
藤

一
正
議
員
が
新
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。江

藤
新
議
長
は
、
昭
和
二
十
二
年
五

月
に
水
巻
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以

来
、
八
期
二
十
九
年
間
と
議
員
生
活
も

現
職
議
員
の
中
で
最
も
永
く
、
副
議

長
、
監
査
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
超

ベ
テ
ラ
ン
議
員
で
す
。

全
国
的
な
不
況
と
イ
ン
フ
レ
、
地
方

財
政
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る
難
し
い

時
代
の
議
長
と
し
て
、
二
十
九
年
間
の

経
験
と
実
績
を
活
か
し
、
住
民
と
町
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
水
巻
町
政
の
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
も
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

略
　
歴

氏
名
　
江
藤
一
正
　
6
4
歳

昭
和
2
2
年
5
月水

巻
町
議
会
初
当
選

昭
和
2
2
年
6
月
　
水
巻
町
監
査
委
員

昭
和
3
4
年
5
月
　
議
会
副
議
長

昭
和
3
7
年
　
町
体
育
協
会
々
長

昭
和
4
9
年
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
々
長

昭
和
5
1
年
1
2
月

水
巻
町
議
会
議
長
に
就
任

禁霊念願の里帰り演奏
母校で古典ギ　タ　ーの調べ

古
典
奏
者
の
ギ

タ
リ
ス
ト
、
松
下

克
さ
ん
（
東
京
都

在
住
）
が
、
十
二

月
九
日
、
十
六
年

ぶ
り
に
郷
里
に
点

り
、
母
校
の
机
小

学
校
を
は
じ
め
、
吉
田
、
伊
左
座
小
、

水
巻
中
な
ど
で
帰
省
演
奏
会
を
開
き
ま

し
た
。松

下
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
八
年
に
机

小
学
校
を
卒
業
、
水
巻
中
学
、
水
巻
高

校
に
進
み
、
そ
の
頃
か
ら
ギ
タ
ー
に
専

念
、
昼
は
炭
頑
へ
、
ま
た
夜
は
定
時
制水巻中の生徒の前で演奏をする　松下さん

高
校
に
通
い
、
そ
の
合
い
間
を
ぬ
っ
て

練
習
を
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
眠
る
間

は
な
く
、
日
曜
日
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
一

日
中
、
ギ
タ
ー
を
弾
き
続
け
ま
し
た
。

高
校
卒
業
と
同
時
に
、
ギ
タ
リ
ス
ト

を
目
指
し
て
上
京
、
ち
ょ
う
ど
来
日
中

の
名
奏
者
、
ナ
ル
シ
ス
・
イ
エ
ペ
ス
に

師
事
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
本
場

の
演
奏
技
術
を
み
っ
ち
り
習
っ
た
。
ま

た
、
ス
ペ
イ
ン
へ
も
留
学
、
一
年
間
、

本
場
で
修
業
を
つ
ん
だ
あ
と
、
欧
州
の

各
国
で
演
奏
会
を
開
い
た
。

四
十
五
年
に
帰
国
し
た
松
下
さ
ん

は
、
現
在
で
は
専
門
家
を
育
て
る
全
国

ギ
タ
ー
教
室
協
会
連
合
会
の
会
長
か
務

め
て
い
ま
す
。

水
巻
中
で
の
演
奏
会
は
、
「
ア
ル
ハ

ン
ブ
ラ
宮
殿
の
思
い
出
」
な
ど
十
数
曲

を
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
演
奏
、
初
め

て
聴
く
本
格
的
な
ギ
タ
ー
に
生
徒
た
ち

は
う
っ
と
り
と
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

．
1
－
．
－
．
－
一
Ｈ
－
．
こ
1
．
．
1
－
こ
こ
．
．
一
．
1
．
－
－
Ｈ
－
．
－
．
Ｈ
Ｈ
Ｈ
一
．
ｔ
一
－
一
ニ
ー
．
こ
．
．
．
1
ご
1
．
．
－
．
－
1
．
－
－
．
．
一

－一年末・年始の火災予防－

年末から年始にかけては、忘年会や新年会

など飲酒の機会が多くなると同時に、たばこ

の火や暖房など、火の取扱いに対する注意が

おろそかになりがちです。

もう一度火の扱いに注意しましょう。

火事をださないため

1串はこは投げすて、置き忘れをしないよ

うに。

2　コンロ、ストーブは正しく取扱いましょ

う。

3　外出するとき、．また、就寝のときは、火

の元の確認を。

消火に備えて

1　常に消火器や水バケツを用意しておきま

しょう。

火事になったら・・…・

1　まず、電話で「691・0119」に、場所・

目標・状況を知らせましょう。

2　近所の人に大声で火事を知らせましょ

う。

打‾‾ｒ‾‾’「－‾‾Ｔ－‾‾‾‾‾，，ｒ．．，．．‾．Ｔ．、，．ｒ．‾‾‾‾．‾

［’“，督音デ曇へｉ
ｉ局番なｔＬの119番は北九州市につな：

！、禦ます　　　ｉ

一日目ｌｍｌｍｍＭＨＨｌＨ‖ｌｌｌ日日日日＝ＭｍＭｌｌｌＭ日日ＨＭＭ日日ｌＨｌ

求人内容を知りたいかたは、

1テレホンサービスを

ご利用ください

魯662－5549

求人繭を詳しく知りたいかたは、八幡公共職業

璽　安定所2階受付に来所しておたずねください。
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水
の
使
い
す
ぎ
の
た
め

各

地

で

断

水

年
末
は
節
水
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
は
私
た
ち
の
日
常
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
が
、
最
近
で
は
生
活

水
準
の
向
上
に
と
も
な
い
、
一
人
当
り

の
使
用
水
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
町
内
で
も
年
末
に
な
る
と

各
地
で
断
水
や
、
水
の
出
の
悪
く
な
る

所
が
出
て
き
ま
す
。

水
圧
低
下
か
ら
く
る
高
台
地
区
の
断

水
を
な
く
す
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
節

水
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
水
の
出
し
放
し
に
よ
る
洗
車
を
や

め
、
ま
た
、
水
を
大
量
に
使
用
す
る

時
間
帯
を
さ
け
る

二
、
風
呂
の
水
は
日
中
少
し
つ
つ
溜
め

て
く
だ
さ
い

三
、
風
呂
の
余
り
水
は
、
掃
除
、
洗
た

く
、
散
水
な
ど
に
使
用
す
る

四
、
じ
ゃ
ロ
を
開
い
た
も
ゝ
の
炊
事
、

洗
顔
、
歯
み
が
き
は
や
め
る

食
品
衛
生
の
問
題
は

指
導
員
に
お
た
ず
ね
を

消
費
者
の
皆
さ
ん
の
食
品
衛
生
に
つ

い
て
の
ご
意
見
や
ご
相
談
を
受
け
る
た

め
、
県
食
品
衛
生
協
会
で
は
各
地
区
に

食
品
衛
生
指
導
員
を
委
嘱
し
て
い
ま

す
。
食
品
衛
生
に
つ
い
て
の
諸
問
題

は
、
各
地
区
の
指
導
員
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

▽
食
品
衛
生
指
導
員

・
粟
川
タ
ツ
エ
　
頃
宋

・
高
倉
穂
積
　
　
頃
宋

・
栗
原
久
幸
　
　
樋
口

・
渡
辺
泰
信
　
　
下
二

年
末
・
年
始
の
病
気
は

「
急
病
セ
ン
タ
ー
」

年
末
年
始
の
急
病
患
者
を
診
療
す

る
た
め
、
遠
賀
・
中
間
医
師
会
の
協

力
で
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
三

日
ま
で
、
「
急
病
セ
ン
タ
ー
」
を
設

け
ま
す
。

◇
場
所
　
水
巻
町
頃
末
」
遠
賀
保
健

所
内

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

（

含

6

9

1

・

4

1

6

1

、

6

9

1

・

0

6

2

9

）

◇
期
間

1

2

月

3

1

日

ｌ

月

ｌ

日

ｌ

月

2

日

ｌ

月

3

日

1

2

時

と

1

8

時

1

2

時

～

1

8

時

1

0

時

～

1

8

時

1

0

時

～

ｌ

。

0

時

急
病
で
診
察
を
受
け
ら
れ
る
か
た

は
次
の
こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

一
、
診
察
は
有
料
で
す
。

二
、
来
所
の
と
き
は
印
鑑
と
被
保
険

者
証
、
ま
た
は
、
生
活
保
護
者

証
、
老
人
医
療
を
受
け
て
い
る
人

は
、
被
保
険
者
証
と
老
人
歴
療
証

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
原
則
と
し
て
往
診
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

「
サ
ツ
キ
研
究
会
」

会

員

を

募

集

最
近
町
内
で
も
松
の
盆
栽
以
上
に
、

「
サ
ツ
キ
」
の
愛
好
者
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
こ
の
サ
ツ
キ
に
つ
い
て
研
究
し

合
い
趣
味
を
生
か
す
、
サ
ツ
キ
研
究
会

の
会
員
を
募
っ
て
い
ま
す
。
二
月
か
ら

の
発
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
一
月
未
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
先
　
町
教
育
委
員
会
（
雷
6
9

1
・
0
4
0
3
）

Ｌう
で

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
れ
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

吉
田
ノ
三
鯉
口

故
藤
崎
　
邦
雄
殿
　
藤
崎
ユ
キ
エ
殿

頃
末

故
大
塚
ク
ツ
エ
殿
　
大
塚
　
暁
殿

吉
田
団
地

故
土
井
　
政
雄
殿
．
土
井
君
子
殿

1
月
の
心
配
ご
と
相
談

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
一
月
の

心
配
ご
と
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
月
7
・
1
7
・
2
7
日
、
時
間

は
い
づ
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▽
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

1月のし尿汲取予定
4日　頃末、猪熊

5日　頃末、猪熊、吉田片山

6日　唐熊県住、御輪地、革返、猪熊、

吉田片山、ヌメリ石

7日　鯉口、吉田垣添、緑風園、中央区、

猪熊、御輪地

8日　中央区、猪熊、御輪地

10日　吉田川端通り、吉田商店街、月夜

待、樋口、高松区、三ツ頚区、吉

田本村

11日　立屋敷、伊左座、吉田県道筋、吉

田大橋、樋口

12・日　吉田本村、二、下二、率返、下二

町住、二町住、古賀、古賀区

13日　机、机社宅、古賀区

14も　宮ノ下社宅、新生街、水巻中下、

古賀区

17日　富田団地、鯉口区

18日　吉田団地、頃宋（6・11・14区）、

鯉口区

19日　吉田団地、頃末（6・11・14区）、

松栄荘、頃末（15・18・25区）

20丸吉田本村、伊左座、二、下二、松

栄荘、頃末（6・11・14区）、美

Ｌ　讃野、頃宋（15・18・25区〕

21日　義熊町住、美吉野

22日　古賀県住

24日　みずほ寸樋口

4′′■ヽ、

′？

、ｌ董　25日　みずほ、下三二幼椎園通り、

≡　ネ　　　梅ノ木区

董・26日　下二幼稚園通りノ、梅ノ木区

≡二ぎ8日儲熊、樋口

日，曜在宅医
12月26日　楠本医院　内・児科　大膳　093・24・0385

1月9日　前原医院　内・児科　樋口　691・0553

16日　坂口医院　婦人科　頃末　691・2943

23甲　楠本医院　内・児科頃末691・2由3

は9時～17時。原則として往診はしません。

2日は救急センターをご利用ください。

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門
　
口
　
縮
　
集
　
水
巻
　
町
住
　
民
　
相
　
談
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1

4
3
乙
1
）
　
　
□
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


